
 
 
 
 
 
 

 

 １０月２日（日）に、パラナ州アサイー市にて、第２９回パラナ芸能

祭が行われました。日本の伝統文化を大切にし、継承していくことを目

的として、年に１回開催されています。第１回目をマリンガ市で行い、

昨年度はクリチバ市、そして２９年目の今年はアサイー市での開催でし

た。このアサイー市は、日本ととても深い関係のある町で、１９３０年

頃日本移民によって開拓され、当時「旭」と名付けられていたそうです。

その後、今の『Assaí』という名になったという歴史があり、現在も多

くの日系人の住む町として知られています。坂の多い田舎町ですが、日

本名をたくさん目にすることができ、日本を感じられる町です。 

 パラナ芸能祭には、パラナ州の各都

市に住む日系人が参加しており、日本

舞踊や歌、和太鼓など全６３組の発表

がありました。ほとんどの出演者が６

０歳～８０歳くらいの高齢者ばかりで

したので、ブラジルの地に根付いた日

本文化を絶やさぬよう、もっと若手を

育成していってほしいと思いました。 
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 パラナヴァイ市の管轄にあるマリア幼稚園に招待され、訪問してきました。４つのクラスをも

つこの幼稚園は、１歳半～２歳半と３歳の２クラスは保育所としての役割をもち、４歳と５～６ 

歳の２クラスが幼稚園となっており、絵をかいたり、はさみを使って物

を作ったり、字を書く練習などをしていました。午前７時半～午後６時

まで子どもを預かってくれ、初等学校と同様に全て無料。今の市長にな

ってからは、４歳以下の子どもをもつ親（通園していなくてもよい）に

毎日牛乳を無料で配ったり、毎月Ｒ＄１０００を幼稚園に配当したりし

てくれているそうです。ただ待機児童も多いため、子どもがお腹にいる 

時から入園の申し込みをする親もいるといいます。また、園長の

ほか、先生は３人だけで、あとは全員大学生が１００人の幼児を

みていると聞き、とても驚きました。 
 

 

 

子どもを一番に

考える園長は 

人気者でした。 
 



 

 ブラジルといえば、『ガラナ』という飲み

物が有名です。パラナヴァイ市にもガラナを

作っている工場があると聞き、garoto とい

うメーカーの工場見学に行ってきました。 

 １９５２年に設立された garoto は、当時５人の従業員が手で混ぜて 

１日１２本のジュースを作っていました。１９６０年には工場内が機械化され、ガラナ以外のジュ

ースも作れるようになり、１日７２００本を製造。現在は、１８６人の社員が働いており、１ヶ月

に３００万本製造できるようになりました。パラナ州、南マットグロッソ州、サンパウロ州で販売

されていますが、残念ながら日本では手に入れることはできないそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

工場では、１６種類

のジュースを作ってい

て、人気 No.1 はやっ

ぱりガラナだよ。No.2
はオレンジ、No.3 はコ

ーラです。日本のみな

さんにもぜひ飲んでほ

しいです。 

 

 

 

 



 

 １０月１２日（水）は Dia das Crianças（子どもの日）ということ

で、ＳＥＳＣにて Rua de Recreio（娯楽通り：以前は町の通りで行わ

れていたことから、この名前が付いているそうです）がありました。

トランポリンや巨大すべり台、竹馬、ボーリングなど、子どもたちが

遊べる遊具がたくさん設置され、いろいろな学校の子同士が仲良く遊

んでいました。 

 通信第２号でも紹介したように、ＳＥＳＣでは様々な活動が行われ

ています。そこで、詳しい話を伺いに、ＳＥＳＣ本部を訪問しました。 

 ブラジルにあるお店は８％のお金を国に納めています。そのうちの

０．０１％のお金でＳＥＳＣがつくられているのです。そのため、お

店をやっている人は安い金額で利用することができます。パラナ州に

は、２７の施設があり、歯医者や学習教室、娯楽室、トレーニングジ 

ムなどが設置されています。その他に、３８ヶ所のホテル（ブラジル全土）があり、最近ではリオデ

ジャネイロに寄宿学校もつくられました。入試に合格すれば各州７人まで入学することができ、３年

間無料で勉強できるという、とても魅力的な学校です。 

また、貧しい人や高齢者、教育のためにも利用できるよう考えられ 

ているため、今回のような遊び場を無

料で開放しています。日本から帰国す

る子どもたちに、日本語やポルトガル

語を教える教室の設置をお願いしまし

たが、基本は貧しい人を対象としてい

るため、必要とする人がたくさんいな

ければ難しいそうです。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 ブラジルの子どもたちが、右の写真のような

ことをして遊んでいました。何をしていたので

しょうか？ 
 

①つめみがき 
②手話 
③じゃんけん 

 

答え：③（『Par ou Impar』という遊びで、じゃんけん

ように勝ち負けを決めたりする時にやります。） の
 
≪Par ou Impar の遊び方≫ 

①Par（偶数）と Impar（奇数）を決めます。 

②１本～５本のどれかを一緒に出します。 

③２人の合わせた指の本数が偶数なら Par の勝

ち。奇数なら Impar の勝ち。 
 
※左の写真は、黒い服の人が Par で手前の人が

Impar です。３＋１＝４なので、Par の勝ち。 

 

  

 

 

 

 


